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〔論文審査の要旨〕 

本研究では，インドネシア主要都市の一般住宅を対象としたエネルギー消費と CO2 排出量に関す

るライフサイクルアセスメント（LCA）に必要なデータベースを構築し，ジャカルタとバンドンを例に世帯

当たりのライフサイクルエネルギーと CO2 排出量の推計方法を提案するとともに，その消費・排出パタ

ーンを明らかにすることを目的としている。インドネシアの都市住宅においては無計画に建てられた住

宅が殆どを占め，建築図面も残されていない場合が多く，LCA に必要なデータが整備されていないの

が現状である。本研究では，ジャカルタとバンドンに立地する合計 544 世帯の一般住宅を対象に現地

調査を実施し，LCA に必要な（１）建築資材のインベントリと（２）運用時のエネルギー消費量に関する

データベースを構築した。さらに，上記のデータベースを用い，世帯当たりのライフサイクルエネルギ

ーと CO2排出量を算出した。住宅の LCA に関する研究はインドネシアにおいてもいくつかの例はある

が，それらの殆どは建物図面等の資料が入手しやすいニュータウン開発による住宅や集合住宅等を

対象としたもので，上述のような無計画な住宅を対象とした研究は見られない。したがって，本研究に

よって LCAのデータベースが構築され，無計画な住宅のライフサイクルエネルギーとCO2排出量が推

計され，さらに，それらの過度の増大を抑える方法を示すことの意義は大きい。 

博士論文は 9 章で構成されている。第 1 章，第 2 章で序論，関連研究のレビューを行ったのち，第

3 章でインドネシア主要都市の住宅開発の歴史と今後の見通しが統計資料等によって説明されてい

る。第 4 章は研究方法と題して，現地調査の方法，建築資材のインベントリ分析手法，直接的・間接的

エネルギー消費を統合した内包エネルギー（Embodied energy）の算出方法等がまとめられている。続

く第 5章では，現地調査で対象とした 544世帯の属性が分析されている。第 6章以降に主要な結果と

考察が記されており，第 6章で建物資材の内包エネルギーとCO2排出量の分析結果及びデータベー

スが示され，第 7 章で建物運用時のエネルギー消費量と CO2排出量の調査結果が示されている。こ

れらを第 8 章で世帯当たりのライフサイクルエネルギーと CO2排出量としてまとめ，住宅のライフサイク

ルのうちのどの過程でどの程度のエネルギーが消費されているかを住宅カテゴリー別に示し，その低

減方法を考察している。第 9 章では，各章で得られた主要な知見がまとめられ，さらに今後の研究課

題が整理されている。 

申請者は，本研究に関連して，これまでに合計 10 編の論文を公表しており，このうち国際ジャーナ

ル 1編，国際会議論文集 3編，国内論文集 1編の計 5編が査読付き論文である。 

以上より，本論文の著者は，博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認められる。 

 


